
  
1

終
戦
の
詔
勅
が
ラ
ジ
オ
で
流
れ
た
八
月
十
五
日
は
暑
か
っ
た
。

翌
十
六
日
に
は
学
徒
動
員
の
解
除
通
達
が
あ
り
、
勤
労
動
員
で
軍
需
工
場
へ
派
遣
さ
れ
て
い
た
学
生
・
生
徒
は
直

ち
に
学
窓
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
夏
休
み
期
で
も
あ
り
、
九
月
に
か
け
て
長

い
休
暇
に
入
っ
た
。

だ
い
は
、
生
徒
の
姿
の
な
い
校
地
に
立
っ
て
い
た
。

国
破
れ
て
山
河
在
り
―
、
世
の
中
が
崩
壊
し
て
い
く
さ
ま
を
嘆
い
て
詠
ん
だ

杜
甫
の
詩
句
が
い
か
に
も
現
実
感
を
も
っ
て
心
に
響
い
た
。

名
古
屋
や
豊
橋
な
ど
の
都
市
で
は
、
空
襲
の
た
め
校
舎
設
備
が
焼
失
し
、
学

び
の
場
を
失
っ
た
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
軍
事
目
標
に
な

ら
な
か
っ
た
安
城
は
戦
災
に
遭
わ
ず
、
校
舎
は
無
事
だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
戦

争
末
期
の
昭
和
二
十（
一
九
四
五
）年
一
月
十
三
日
に
襲
っ
た
三
河
地
震
に
よ
っ

て
、
全
校
舎
が
半
壊
の
状
態
に
な
っ
た
ま
ま
。
そ
の
復
旧
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な

新
た
な
息
吹
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か
っ
た
。

し
か
し
、
だ
い
は
こ
の
後
を
予
想
す
る
べ
く
も
な
か
っ
た
。

〝
敗
戦
〟と
い
う
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
事
態
に
直
面
し
、し
か
も〝
占
領
〟と
い
う
局
面
の
中
、Ｇ
Ｈ
Ｑ（
連

合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の
方
針
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
価
値
観
が
百
八
十
度
転
換
し
て
い
っ
た
。
教

育
も
ま
た
根
本
的
に
転
換
さ
れ
、
次
々
と
指
令
が
出
さ
れ
て
改
革
が
断
行
さ
れ
て
い
く
。

―
昔
か
ら
貴
重
に
扱
っ
て
き
た
本
も
大
部
分
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
…
。

学
校
教
育
の
中
心
施
設
と
し
て
大
切
に
し
て
い
た
学
校
図
書
館
は
、
進
駐
軍
の
検
閲
を
う
け
、
旧
来
の
国
策
に
関

係
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
書
籍
は
、「
公
」
の
字
を
記
し
、
す
べ
て
焼
却
処
分
と
さ
れ
た
。

価
値
観
や
教
育
実
態
の
激
変
に
戸
惑
う
中
、
だ
い
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
大
き
く
音
を
立
て

て
崩
れ
去
る
思
い
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
時
期
、
十
一
月
二
十
日
、
吉
報
に
接
し
た
。

  

2

こ
れ
ま
で
内
蒙
古
（
現
内
モ
ン
ゴ
ル
）
で
県
参
事
官
を
し
て
い
た
次
男
の
清せ

い

毅き

が
家
族
と
も
ど
も
無
事
帰
国
し
た
。

教
育
界
や
学
校
経
営
が
混
迷
の
中
に
あ
る
と
き
、
三
蔵
、
だ
い
に
は
心
強
い
帰
国
だ
っ
た
。

清
毅
と
妻
芳
子
は
翌
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
二
月
か
ら
理
事
兼
女
子
専
門
学
校
教
授
と
し
て
学
校
経
営
に
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携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
芳
子
は
文
部
省
の
督
学
官
だ
っ
た
成
田
順
の
愛
弟
子
で
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
を
卒

業
後
、
一
宮
高
等
女
学
校
に
、
そ
し
て
寺
部
家
に
嫁
し
て
か
ら
は
安
城
女
子
専
門
学
校
で
も
教き

ょ
う

鞭べ
ん

を
取
っ
た
、
嘱
望

さ
れ
る
教
員
で
も
あ
っ
た
。

だ
が
、
順
風
の
一
方
、
逆
風
が
逆
巻
く
。

後
継
者
を
得
た
直
後
、
三
蔵
が
急
逝
し
た
の
だ
。
校
主
で
あ
り
堅
実
な
会
計
の
元
締
め
を
喪
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
清
毅
が
理
事
長
と
専
門
学
校
長
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

だ
が
…
と
い
う
接
続
詞
は
、
不
幸
に
も
ま
だ
続
く
。
更
な
る
〝
打
撃
〟
が
見
舞
っ
た
。
新
学
制
が
始
ま
ろ
う
と
い

う
矢
先
の
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
三
月
、
だ
い
が
公
職
追
放
の
身
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
年
一
月
四
日
、
巷
に
は
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
前
年
発
令
さ
れ
た
「
改
正
公
職
追
放
令
」
に
よ
り
、

戦
争
犯
罪
人
、戦
争
協
力
者
、大
日
本
武
徳
会
、大
政
翼
賛
会
、護
国
同
志
会
な
ど
の
関
係
者
が
そ
の
職
場
を
追
わ
れ
た
。

ま
た
公
職
の
範
囲
が
広
げ
ら
れ
、
地
方
議
員
・
市
町
村
長
・
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
・
有
力
企
業
や
軍
需
産
業
の
幹
部
な

ど
に
ま
で
対
象
と
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
全
国
で
二
十
一
万
余
人
に
及
ぶ
者
が
公
職
を
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
波
は
教
育
界
に
も
押
し
寄
せ
た
。
教
職
員
の
適
格
審
査
―
。
全
国
約
四
十
万
の
教
育
関
係
者
す
べ
て
が

こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
適
否
の
審
査
を
受
け
、
戦
争
遂
行
を
鼓こ

吹す
い

し
た
者
な
ど
不
適
格
な
教
育
を
行
っ
た

者
は
教
壇
に
立
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
は
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
五
月
、
文
部
省
の
指
令
に
よ
り
各
都
道
府
県
に
教
職
員
審
査
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
始
ま
っ
て
い
た
。
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そ
の
結
果
、
だ
い
が
不
適
格
者
と
判
定
さ
れ
た
。
理
由
は
意
外
な
も
の
だ
っ
た
。

  
3

だ
い
は
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
以
来
、
愛
知
県
社
会
教
育
委
員
と
し
て
各
地
の
婦
人
会
、
母
姉
会
、
女
子

青
年
団
な
ど
を
巡
り
、
衣
生
活
で
の
廃
物
利
用
あ
る
い
は
食
生
活
で
の
玄
米
食
実
行
な
ど
、
戦
時
中
の
生
活
必
需
品

の
国
産
品
愛
用
、
物
資
節
約
に
つ
い
て
講
演
し
て
回
っ
た
。
そ
れ
が
「
国
策
に
従
っ
て
戦
争
遂
行
に
協
力
し
た
」
と

し
て
問
題
に
さ
れ
、
公
職
追
放
に
抵
触
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
追
放
に
よ
り
講
演
は
出
来
ず
、
教
壇
に
立
つ
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
、
学

園
に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
新
し
い
制
度
の
中
学
校
、
高
等
学
校
を
創
っ
て
、
戦
後
の
手
直
し

を
し
て
い
か
ね
な
ら
な
い
と
い
う
と
き
に
…
」

だ
い
は
、
そ
の
筋
の
指
令
に
従
っ
て
や
む
な
く
社
会
と
の
交
渉
を
絶
ち
、
学

園
の
運
営
に
表
立
っ
て
か
か
わ
れ
な
い
こ
と
へ
焦し

ょ
う

燥そ
う

を
感
じ
な
が
ら
も
、
学
園

の
明
日
の
構
築
に
つ
い
て
清
毅
と
計
っ
て
い
っ
た
。

＊

戦
後
の
社
会
は
一
変
し
た
。
教
育
制
度
の
変
わ
り
方
も
大
き
く
、
昭
和
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二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
は
、
日
本
の
教
育
史
に
お
い
て
エ
ポ
ッ
ク
を
画
す

る
年
と
な
っ
た
。

三
月
三
十
一
日
に「
教
育
基
本
法
」、さ
ら
に
同
日
こ
れ
を
具
体
化
し
た「
学

枚
教
育
法
」
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
学
制
の
改
革
が
行
わ
れ
た
の

で
あ
る
。

改
革
の
要
点
は
四
点
。「
教
育
の
機
会
均
等
、
普
通
教
育
の
普
及
向
上
と

男
女
差
別
の
撤
廃
、
学
校
制
度
の
単
純
化
、
大
学
数
の
増
加
」
で
あ
っ
た
。

戦
前
の
複
線
型
の
学
校
系
統
は
単
線
化
さ
れ
、
六
・
三
・
三
・
四
制
の
も
と
小

学
校
お
よ
び
中
学
校
の
九
ヵ
年
が
義
務
化
さ
れ
た
。

新
学
制
の
実
施
は
、
小
・
中
学
校
は
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
度
、
高
等
学
校
は
昭
和
二
十
三
（
一
九
四
八
）

年
度
、
大
学
は
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
の
画
期
的
な
新
学
制
の
実
施
は
、
各
学
園
を
大
き
く
揺
る
が
し
た
。
安
城
学
園
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
職
業
学
校

を
女
子
高
校
に
移
行
さ
せ
新
制
中
学
を
併
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

  

4

昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
四
月
、
新
学
制
に
よ
る
小
学
校
（
国
民
学
校
初
等
科
を
改
称
）
お
よ
び
中
学
校
が
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ま
ず
発
足
し
た
。「
安
城
学
園
女
子
中
学
校
」
も
開
校
し
た
。
愛
知
県
下
の
私
立
中
学
校
は
三
十
三
校
。
そ
の
う
ち

の
一
校
と
し
て
、
安
城
町
で
は
唯
一
の
存
在
だ
っ
た
。

翌
二
十
三
（
一
九
四
八
）
年
に
は
、
安
城
女
子
職
業
学
校
に
代
わ
り
「
安
城
学
園
女
子
高
等
学
校
」
が
発
足
し
た
。

全
日
制
で
通
常
課
程
に
普
通
科
、
家
庭
科
、
別
科
に
家
庭
科
（
二
年
）
を
お
く
総
合
制
高
等
学
校
だ
っ
た
。
し
か

し
、
だ
い
に
は
こ
の
新
制
度
に
は
心
残
り
が
あ
っ
た
。
従
来
職
業
学
校
と
し
て
卒
業
生
に
は
小
学
教
員
の
資
格
が
下

付
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
特
典
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
広
範
な
地
域
か
ら
集
ま
っ
て
い
た
生
徒
も
、
新
た
に
学
区
制
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
高
校
に
転
出
し
て
ゆ
く
ケ
ー
ス
が
多
く
、
生

徒
数
は
減
少
し
て
、
経
営
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

更
に
安
城
学
園
に
と
っ
て
の
問
題
は
新
制
大
学
だ
っ
た
。

文
部
省
は
、
履
修
年
数
が
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
戦
前
の
大
学
、
師
範
学
校
、
専

門
学
校
を
四
年
制
の
「
新
制
大
学
」
に
再
編
し
、
学
校
体
系
の
民
主
化
、
一
元

化
を
目
指
し
た
。

だ
が
、
そ
の
設
置
基
準
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
か
っ
た
。
教
員
、
土
地
、
建
物
、

図
書
な
ど
基
準
に
示
す
諸
条
件
を
満
た
せ
な
け
れ
ば
認
可
は
得
ら
れ
な
い
。
定

め
ら
れ
た
条
件
を
満
た
す
に
は
そ
の
壁
は
あ
ま
り
に
も
厚
か
っ
た
。

だ
い
は
、
今
置
か
れ
て
い
る
学
園
の
現
状
か
ら
見
て
、
学
園
の
実
態
が
基
準
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に
及
ば
な
い
こ
と
を
知
り
、
大
学
の
設
置
申
請
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
時
、
ま
た
ま
た
不
運
が
見
舞
う
。
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
三
月
、
清
毅
も
蒙
古
政
府
に
勤
務
中

参
事
官
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
で
だ
い
と
同
じ
く
公
職
追
放
と
な
っ
て
、
理
事
長
・
高
等
学
校
長
の
職
を
辞
任
し
た
。

―
一
校
で
二
人
も
追
放
さ
れ
る
と
は
…
。

肝
腎
な
時
に
ま
た
学
園
の
〝
支
柱
〟
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
だ
い
の
嘆
き
は
大
き
か
っ
た
。

だ
い
は
や
が
て
追
放
解
除
と
な
り
、
校
長
に
復
帰
す
る
が
、
清
毅
が
学
園
に
復
帰
す
る
の
は
そ
れ
か
ら
十
七
年
後
、

だ
い
が
他
界
し
た
昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
園
の
事
態
急
変
に
対
処
す
る
た
め
急

遽
仕
事
を
整
理
し
て
、
法
人
本
部
本
部
長
と
し
て
経
営
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

  

5

だ
い
は
学
園
構
築
に
夢
を
膨ふ

く

ら
ま
せ
て
い
た
。
専
門
学
校
の
流
れ
を
汲
む
「
女
性
の
高
等
教
育
へ
の
参
画
」
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
夢
を
叶か

な

え
さ
せ
る
制
度
が
生
ま
れ
た
。
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
、
修
業
年
限
が
二

年
ま
た
は
三
年
の
「
短
期
大
学
」
と
い
う
新
し
い
形
態
の
高
等
教
育
機
関
制
度
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

戦
後
の
学
校
教
育
法
の
施
行
に
よ
り
旧
制
専
門
学
校
は
新
制
大
学
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
際
に
大

学
設
置
基
準
に
満
た
な
い
学
校
が
出
た
。
そ
の
た
め
、
暫
定
の
制
度
と
し
て
設
け
ら
れ
た
救
済
的
な
措
置
だ
っ
た
。

「
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
し
、
職
業
又
は
実
際
生
活
に
必
要
な
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
」
―
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学
校
教
育
法
に
短
期
大
学
の
主
な
目
的
が
こ
う
謳う

た

わ
れ
た
。

こ
う
し
た
趣
旨
は
、「
女
子
に
技
術
を
習
得
さ
せ
て
自
立
を
援
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
教
育
の
成
果
を
地
域
の
振

興
に
つ
な
げ
た
い
」
と
願
う
だ
い
の
創
学
の
志
に
通
ず
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

官
公
立
の
専
門
学
校
は
ほ
と
ん
ど
大
学
に
切
り
換
え
ら
れ
、
私
学
の
中
に
も
大
学
と
な
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
学

校
の
位
置
か
ら
考
え
、
ま
た
女
子
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
、
家
事
方
面
が
専
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、

安
城
女
子
専
門
学
校
は
結
局
、
短
期
大
学
に
切
り
換
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
安
城
を
中
心
と
し
た
三
河
地

域
の
女
性
の
高
等
教
育
の
場
と
し
て
「
短
期
大
学
」
を
設
置
し
よ
う
。

こ
れ
は
、
戦
前
だ
い
が
専
門
学
校
設
置
を
考
え
た
志
と
同
じ
も
の
だ
っ
た
。

―
せ
め
て
短
期
大
学
を
…
。

新
制
大
学
の
設
置
申
請
を
見
送
っ
た
だ
い
は
、
こ
の
「
短
期
大
学
」
に
夢

を
託
し
た
。

だ
が
、
こ
れ
に
学
内
か
ら
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
。

「
短
期
大
学
へ
の
切
り
換
え
は
不
可
能
で
す
」

清
毅
が
公
職
追
放
で
去
っ
た
後
、
だ
い
は
学
校
の
一
切
を
責
任
者
に
任
せ

て
い
た
が
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
口
が
揃
っ
て
言
う
。

こ
れ
に
、
だ
い
は
久
し
く
秘
め
ら
れ
た
ま
ま
で
い
た
闘
志
が
奮
然
と
し
て

湧
き
上
が
っ
た
。

Ⅲ　拡張の道は広く
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「
安
城
女
子
専
門
学
校
の
卒
業
生
諸
姉
に
対
し
て
も
、
せ
め
て
こ
の
く
ら
い
の
処
置
を
し
な
く
て
は
申
し
訳
が
立
た

な
い
。
一
切
の
困
難
を
排
し
て
短
期
大
学
へ
の
切
り
換
え
を
す
る
」

だ
い
は
意
を
決
し
て
自
ら
行
動
に
移
っ
た
。
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